
A －58　 ハ ードメレングに 関する 研究

大阪女短大　○高橋　光子

室屋ユリ子

森脇　淳子

1.　メ レングは衆知 のご とく卵白に サト ウを添加し て

泡立 てたものである が，焼 き上 がりの状態 によ り，ノヽ－

ドメレング とソフトメ レングに大別される。従来ソフト

メレングに関する研究はかな りなされてい たが，ノヽ－ド

メ レングに関してはほ とん どなされ てい ない。

2.　著者は最少量 のナト ウ量を用いてノヽ－ドメ レング

を焼き上げる ための種々 の条件を検討し た。す なわち卵

白１個(30  g)をプ ラスチ ック製 カップ(300mZ) に入れ，

Custom Portable Mixer  (250回転/分,攬絆用金具１本)

で泡立てるこ とにより生メ レングを調製した。こ の場合

サ ト ウ量 ならび にミキサーの攬絆時間を種々変え て(24

種)メ レング を調製した が,いずれ の生メ レング が最も良

い焼 きメ レング になるかを検討し ようとし て，ブ ラスト

メ ータ ー(Hg 柱圧力差4cm/30sec) を用い，そ の圧出量

を測定した。一方同条件 の生メ レ ング を ガ スオ ーブン

(温度93 °C)で約２時間焼い た。 そ の焼 きメ レング は破

砕硬度計により測定した。

3.　ブ ラストメ ータ ーによる圧出量 が4.0g/30sec 付

近 を示し た場合 には良 いメレング の焼 き上 がるこ とが判

明し た。 サト ウ量 の多いほ ど，攬 絆時間 の長いほど焼 き

メ レングは光沢 があ り，美しい線 の形成 が見られた。以

上実験 の結果ノヽ ―ド メレングのサトウ量 は， 少なくとも

卵 白の２倍重量で，そ の攬件時間 は15分間は必 要とナ る

こ となどが判 明し た。


